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一
要旨
本研究は、日本と中国における就学前の子どもを
持つ父親を対象に、父親の育児参加と自身の心理的
Well-being の関係を明らかにすることを目的とした。
本研究では、保育所を利用している世帯として、日本
1000 世帯、中国 800 世帯の親を対象に行った調査か
らデータを抜粋した。抜粋内容は、父親の回答から父
親の年齢、収入、就業形態、育児参加、家族貢献感の
認知、夫婦関係満足感、精神的健康、健康関連 QOL、
また母親の回答から母親の年齢、子どもの数、末子の
年齢、就業形態であった。結果は、日本と中国のデー
タにおいて、1）父親の育児参加は、父親自身の家族
貢献感（自身の提供的サポート認知）を通して父親自
身の健康関連 QOL に関係すること、2）父親の育児
参加は、父親自身の家族貢献感の認知を通して夫婦関
係満足感ならびに精神的健康に関係すること、さらに、
3）その精神的健康は健康関連 QOL に関係すること
を明らかにした。なお、夫婦関係満足感は、日本デー
タでは精神的健康に関係していたが、中国データでは
その関係は支持されなかった。このことは、父親の育
児参加の機会を促進する社会的環境整備の必要性を意
味している。
Ⅰ．はじめに
洋の東西を問わず、乳幼児の働く母親の「仕事と家
庭生活の調和」（Work － Life Balance：WLB）を図
るには、職場環境や育児環境の整備に加えて、父親の
育児参加が不可欠であり1-2）、また当然のことながら、
父親の仕事と家庭の両立も、母親と同様に重視されな
ければならないものと言えよう。従来の父親の育児参
加等のインパクトに関する研究では、子どもの発達へ
の影響3-5）ならびに母親の育児負担感や精神的健康の
軽減6-8）との関係で検討されている。他方、父親自身
にとってどのような影響があるかに関しては、育児ス
トレスに関する研究6-8）と人間的成熟9-11）に関する研
究を除いて、ほとんど検討されていない。たとえば、
従来の母親研究においては、父親の家事や育児への参
加が妻の夫婦関係満足感に及ぼす影響12-14）、さらに父
親の家事や育児への参加が母親の情緒的サポート認知
を通して夫婦関係満足感と精神的健康に影響し、さら
に加えて、それらが健康関連 QOL に影響するといっ
た一連の因果関係モデルに関する実証的な検討がなさ
れている15）。しかし、父親を対象とした同様の研究は
見当たらない。従来のソーシャル・サポート研究では、
サポートの種類を精神的な安定を促す情緒的サポート
と個人が直面している問題そのものを直接的・間接的
に解決する手段的サポートに大別されている。加え
て、サポートの方向性を考慮するなら、他者から受け
るサポート（受領的サポート）と他者に向けられるサ
ポート（提供的サポート）に分類されている16）。最近、
矢庭（2008）17）は前記の他者に提供するサポートと
Gruenewald ら（2007）18）の他者貢献感に着目し、高
齢者の提供的サポートが他者貢献感と生活満足感に与
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える影響について検証している。従来の育児に関連し
た研究では、父親の育児参加に対して母親をサポート
の受領者とし、母親の精神的健康との関係について検
討した研究19）はなされているものの、父親自身がサ
ポートの提供者として家族に対しての貢献感がウェル
ビーング（well-being）にインパクトを与えるといっ
た検討はほとんど見当たらない。
そこで、本研究は、今後の育児期の親の仕事と家庭
生活の調和の実現に向けての基礎資料を得ることをね
らいとして、日本と中国の就学前の子どもを養育して
いる父親を対象に、彼らの育児参加が自身の心理的
well-being にどのような影響をもっているかを明らか
にすることを目的とした。
Ⅱ．研究方法
本研究では、日本においては A 県 B 市と C 県 D 市
内の保育所 15 箇所を利用している 1000 世帯、中国
においては E 省 F 市の保育所６箇所を利用している
800 世帯を対象に「ワーク・ライフ・バランスに関
する調査」を実施した。調査員は各保育所の責任者と
し、調査票ならびに依頼書としてプライバシーの保護
や調査参加者が納得した場合のみ回答するよう記述し
た文書を各世帯に配布し回収した。調査票の配布から
回収までの期間は２週間とした。
本研究では、世帯ごとに夫婦ペアを原則に調査を
行ったが、調査項目のうち、統計解析に必要なデータ
として、父親の回答からは年齢、収入、就業形態、父
親の育児参加、父親の家族貢献感の認知、夫婦関係満
足感、精神的健康、健康関連 QOL を抜粋し、また母
親の回答からは年齢、子どもの数、末子の年齢、就業
形態を抜粋した。
上記変数のうち、父親が回答する育児参加の内容は、
日本国立社会保障・人口問題研究所が行った「第２回
全国家庭動向調査」など20-21）を参考に、就学前の子ど
もを養育している父親に適用可能と判断された 10 項
目で構成した（以下、「父親の育児参加測定尺度」と
する）。各質問項目に対する回答と数量化は、「０点：
やらない」から「４点：毎日・毎回している」までの
５件法とした。
父親の家族貢献感の認知は、Gruenewald ら18）の研
究を参考に７項目で構成した。各質問項目に対する回
答と数量化は、「０点：いいえ」「１点：どちらでもな
い」「２点：はい」の３件法とした。
夫婦関係満足感は、Norton が開発した「QMI（Quality 
Marriage Index）」22）の日本語版「夫婦関係満足感尺度」23）
を用いた。各質問項目に対する回答と数量化は、「０点：
ほとんどあてはまらない」から「３点：かなりあてはまる」
までの４件法とした。
精神的健康は、Goldberg ら24）が開発した「General 
Health Questionnaire」 の 12 項 目 短 縮 版（ 以 下、
「GHQ-12」）で測定した。GHQ-12 の回答と数量化は、
GHQ 採点法25）に従った。その GHQ-12 の得点は、得
点が高いほど精神的に不健康な状態にあることを意味
している。
母親が回答する健康関連 QOL は、中嶋らが開発し
た「健康関連 QOL 満足度尺度」26）を構成する５領域
15 項目のうち、３領域（身体的因子、精神的因子、
社会関係因子）９項目を抜粋し、さらに身体的因子に
は「疲労の回復能力」、精神的因子には「物事に対す
る集中力」、社会関係因子には「異性との関係」に関
する項目を追加し、計 12 項目で測定した（以下、「改
訂３領域版健康関連 QOL 測定尺度」）。各質問項目に
対する回答と数量化は、「０点：いいえ」、「１点：ど
ちらでもない」、「２点：はい」とした。
統計解析では、実証すべき因果関係モデルを「父親
の育児参加は、父親自身の家族貢献感の認知を通して
自身の心理的 well-being、すなわち夫婦関係満足感と
精神的健康（抑うつ傾向）に影響を与え、また夫婦関
係満足感は直接的または精神的健康を通して間接的に
健康関連 QOL に影響する」と仮定した。ただし、統
計処理に際しては、父親の育児参加から前記２つの
心理的 well-being に対する直接効果に加え、父親自
身の家族貢献感の認知の精神的健康および健康関連
QOL に対する直接効果についても同時に検討するも
のとした。
上記の因果関係モデルのデータへの適合性は、CFI
（Comparative Fitness of Index）、RMSEA（Root Mean 
Square Error Approximation）により評価した。一般
的に、CFI は 0.90 以上、RMSEA は 0.08 以下である
ことが適切なモデルと判断される。なお、パラメータ
の推定には回答もしくは推量化が２件法の場合は重み
付け最小二乗法の拡張法（WLSMV）を、３件法以上
の場合は最尤法を採用した。ただし、本研究の仮説モ
デル（因果関係モデル）のパラメータの推定は、２
件法による尺度を含むため、WLSMV により推定し
た。なお、推定されたパス係数の有意性は検定統計量
の絶対値が 1.96 以上（有意水準 5％）を示したもの
を統計学的に有意と判断した。統計ソフトは、所蔵の
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SPSS12.0J for Windows と Mplus2.14 を使用した。
配布した調査票は、日本では 412 世帯から回収（回
収率 41.2％）でき、中国では 399 世帯から回収（回
収率 49.9％）できた。ただし、統計解析には、前記
の因果関係モデルの検証に必要なすべての変数に欠損
値を有さない日本の 319 世帯と中国の 265 世帯の両
親ペアデータを用いた。
Ⅲ．研究結果
１．対象者の属性の分布
対象者の基本的属性等の分布は表１に示した。国別
にみると、日本の父親の平均年齢は 36.2 歳（標準偏
差 5.4、範囲 22 ～ 53 歳）、母親の平均年齢は 34.3 歳（標
準偏差 4.4、範囲 24 ～ 47 歳）であった。子どもの数は、
「2 人」が 145 人（45.5％）と最も多く、末子の平均
年齢は、2.5 歳（標準偏差 1.7、範囲 0 ～ 6 歳）であっ
た。父親の月収は「20 万円～ 30 万円未満」が 154
人（48.3％）で最も多く、父親の職業は「会社員（正
規職）」が最も多く 216 人（67.7％）、母親は「パー
ト・アルバイト」が 116 人（36.4％）を占めていた。
また、中国の父親の平均年齢は 33.2 歳（標準偏差 2.9、
範囲 26 ～ 48 歳）、母親の平均年齢は 31.4 歳（標準
偏差 2.9、範囲 24 ～ 43 歳）であった。子どもの数は、
「1 人」が 246 人（92.8％）と最も多く、末子の平
均年齢は、4.3 歳（標準偏差 1.1、範囲 0 ～ 7 歳）で
あった。父親の月収は「4000 元～ 6000 元未満」が
93 人（35.1％）で最も多く、職業は父親と母親両方
とも「会社員（正規職）」が最も多くそれぞれ 85 人
（32.1％）、67 人（25.3％）を占めていた。
２．各測定尺度の妥当性と信頼性の検討
１因子モデルで仮定した「父親の育児参加測定尺度」
の日本データへの適合度は CFI が 0.933、RMSEA が
0.074、クロンバックのα信頼性係数は 0.82 と統計
学的に良好な数値であった。中国データへの適合度は
CFI が 0.877、RMSEA が 0.107、クロンバックのα
三
単位：人（%）
日本（n=319） 中国（n=265）
父親の年齢 平均年齢±標準偏差 36.2± 5.4 範囲 22 〜 53 歳 平均年齢±標準偏差 33.2± 2.9 範囲 26 〜 48 歳
母親の年齢 平均年齢±標準偏差 34.3± 4.4 範囲 24 〜 47 歳 平均年齢±標準偏差 31.4± 2.9 範囲 24 〜 43 歳
末子の年齢 平均年齢±標準偏差 2.5 ± 1.7 範囲 0〜 6歳 平均年齢±標準偏差 4.3 ± 1.1 範囲 0〜 7歳
子どもの数
１人 94 （ 29.5 ） １人 246 （ 92.8 ）
２人 145 （ 45.5 ） ２人 18 （ 6.8 ）
３人 63 （ 19.7 ） ３人 1 （ 0.4 ）
４人 14 （ 4.4 ） ４人 0 （ 0.0 ）
５人 3 （ 0.9 ） ５人 0 （ 0.0 ）
父親の年収
10 万円未満 6 （ 1.9 ） 2000 元未満 13 （ 4.9 ）
10 万円〜 20 万円未満 30 （ 9.4 ） 2000 元〜 4000 元未満 83 （ 31.3 ）
20 万円〜 30 万円未満 154 （ 48.3 ） 4000 元〜 6000 元未満 93 （ 35.1 ）
30 万円〜 40 万円未満 89 （ 27.9 ） 6000 元〜 8000 元未満 37 （ 14.0 ）
40 万円〜 50 万円未満 24 （ 7.5 ） 8000 元〜１万元未満 18 （ 6.8 ）
50 万円以上 13 （ 4.1 ） １万元以上 21 （ 7.9 ）
収入なし 3 （ 0.9 ） 収入なし 0 （ 0.0 ）
父親の職業
会社員（正規職） 216 （ 67.7 ） 会社員（正規職） 85 （ 32.1 ）
会社員（非正規職） 5 （ 1.6 ） 会社員（非正規職） 10 （ 3.8 ）
公務員（地方・国家） 21 （ 6.6 ） 公務員（地方・国家） 58 （ 21.9 ）
自営業 33 （ 10.3 ） 自営業 43 （ 16.2 ）
専門職（弁護士・医師・看護師・研究者など） 24 （ 7.5 ） 専門職（弁護士・医師・看護師・研究者など） 33 （ 12.5 ）
パート・アルバイト 6 （ 1.9 ） パート・アルバイト 6 （ 2.3 ）
その他 10 （ 3.1 ） その他 27 （ 10.2 ）
無職・専業主夫 4 （ 1.3 ） 無職・専業主夫 3 （ 1.1 ）
母親の職業
会社員（正規職） 60 （ 18.8 ） 会社員（正規職） 67 （ 25.3 ）
会社員（非正規職） 13 （ 4.1 ） 会社員（非正規職） 16 （ 6.0 ）
公務員（地方・国家） 26 （ 8.2 ） 公務員（地方・国家） 30 （ 11.3 ）
自営業 19 （ 6.0 ） 自営業 32 （ 12.1 ）
専門職（弁護士・医師・看護師・研究者など） 48 （ 15.0 ） 専門職（弁護士・医師・看護師・研究者など） 57 （ 21.5 ）
パート・アルバイト 116 （ 36.4 ） パート・アルバイト 7 （ 2.6 ）
その他 16 （ 5.0 ） その他 40 （ 15.1 ）
無職・専業主婦 21 （ 6.6 ） 無職・専業主婦 16 （ 6.0 ）
表１　対象者の属性分布
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信頼性係数は 0.82 と統計学的に良好な数値であった。
１因子モデルで仮定した「父親の家族貢献感の認知
尺度」の日本データへの適合度は CFI が 0.964、RMSEA
が 0.099、クロンバックのα信頼性係数は 0.85 と統計
学的に良好な数値であった。中国データへの適合度は
CFI が 0.954、RMSEA が 0.091、クロンバックのα信頼
性係数は 0.83 と統計学的に良好な数値であった。
「夫婦関係満足感尺度」においては、項目間の相関
関係が高かったこと、また６項目１因子モデルの適合
度が統計学的な許容水準になかった（日本データは
CFI が 0.923、RMSEA が 0.196； 中 国 デ ー タ は CFI
が 0.955、RMSEA が 0.215）ことから、相関係数を
参考にしつつ内容的な面で重複していると判断された
「項目３」を削除し、あらためて５項目で構成した１
因子モデルのデータへの適合度を検討した。結果、日
本データでは、CFI が 0.998、RMSEA が 0.059、ク
ロンバックのα信頼性係数は 0.90 であり、中国デー
タでは CFI が 0.998、RMSEA が 0.059、クロンバッ
クのα信頼性係数は 0.97 と両国とも統計学的に良好
な数値を示していた。
３因子二次因子モデルと仮定した「改訂３領域版健
康関連 QOL 満足度尺度」のデータへの適合度は、日
本データでは、CFI が 0.956、RMSEA が 0.065、ク
ロンバックのα信頼性係数は、尺度全体で 0.87、身
体的因子は 0.88、精神的因子は 0.78、社会関係因子
は 0.80 と統計学的に有意な数値であった。中国デー
タでは、CFI が 0.956、RMSEA が 0.065、クロンバッ
クのα信頼性係数は、尺度全体で 0.87、身体的因子
は 0.86、精神的因子は 0.80、社会関係因子は 0.77
と統計学的に有意な数値であった。
以上の結果を基礎に、本研究で使用した測定尺度に
おける得点の平均値を算出したところ、日本データ
において、「父親の育児参加測定尺度」では平均 18.9
点（標準偏差 7.6）、「父親の家族貢献感尺度」では平
均 8.4 点（標準偏差 4.0）、「夫婦関係満足感尺度」で
は平均 10.5 点（標準偏差 3.0）、「精神的健康（GHQ-
12）」では平均 2.5 点（標準偏差 2.8）、「改訂 3 領域版
健康関連 QOL 満足感測定尺度」では平均 11.7 点（標
準偏差 6.3）となっていた（表 2）。また、中国デー
タでは「父親の育児参加測定尺度」では平均 16.3 点
（標準偏差 7.3）、「父親の家族貢献感尺度」では平均
10.7 点（標準偏差 3.2）、「夫婦関係満足感尺度」では
平均 12.1 点（標準偏差 3.8）、「精神的健康（GHQ-12）」
では平均 1.8 点（標準偏差 2.4）、「改訂 3 領域版健康
関連 QOL 測定尺度」では平均 17.3 点（標準偏差 5.4）
となっていた（表 3）。
なお、各測定尺度の合計得点を用いて相関分析を
行ったところ、日本データでは、父親の育児参加と精
神的健康（GHQ-12）との関係を除き、すべて有意な
関係性が認められた。また、中国データでは、父親
の育児参加と夫婦関係満足感、精神的健康、健康関連
QOL、さらに夫婦関係満足感と精神的健康の関係を除
いて、他のすべての変数間に統計学的に有意な関係性
が認められた。
表２　日本の各測定尺度の得点と相関関係
平均値±標準偏差
相関関係
父親の育児参加 家族貢献感 夫婦関係満足感 精神的健康（GHQ-12） 健康関連QOL
父親の育児参加 18.9（± 7.6） 1
家族貢献感 8.4（± 4.0） 0.303** 1
夫婦関係満足感 10.5（± 3.0） 0.142* 0.432** 1
精神的健康（GHQ-12） 2.5（± 2.8） -0.073 -0.289** -0.255** 1
健康関連QOL 11.7（± 6.3） 0.104 0.476** 0.336** -0.396** 1
註：*p ＜ 0.05,　**P ＜ 0.01
表３　中国の各測定尺度の得点と相関関係
平均値±標準偏差
相関関係
父親の育児参加 家族貢献感 夫婦関係満足感 精神的健康（GHQ-12） 健康関連QOL
父親の育児参加 16.3（± 7.3） 1
家族貢献感 10.7（± 3.2） 0.140* 1
夫婦関係満足感 12.1（± 3.8） -0.028 0.303** 1
精神的健康（GHQ-12） 1.8（± 2.4） 0.016 -0.253** -0.115 1
健康関連QOL 17.3（± 5.4） 0.096 0.499** 0.219** -0.461** 1
註：*p ＜ 0.05,　**P ＜ 0.01
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五
３．父親の育児参加が自身の心理的 well-being に及
ぼす影響
日本における父親の育児参加が自身の心理的 well-
being に及ぼす影響に関する因果関係モデルのデータ
に対する適合度は、CFI が 0.951、RMSEA が 0.062
と統計学的に有意な水準であった（図１）。パス係数
に着目すると、父親の育児参加から家族貢献感に向か
うパス係数は、0.27 で統計学的に有意な水準にあっ
た。しかし、父親の育児参加から夫婦関係満足感と精
神的健康に向かうパス係数は、統計学的に有意ではな
かった。また、家族貢献感から夫婦関係満足感に向か
うパス係数は 0.56、精神的健康に向かうパス係数は
-0.39、健康関連 QOL に向かうパス係数は 0.34 とい
ずれ統計学的に有意な水準を示した。なお、夫婦関係
満足感から精神的健康に向かうパス係数は -0.11 と統
計学的に有意な水準ではなかったが、健康関連 QOL
に向かうパス係数は 0.19 と統計学的に有意な水準に
あり、かつ精神的健康から健康関連 QOL に向かうパ
ス係数は、-0.43 と統計学的に有意な水準にあった。
中国では、CFI が 0.979、RMSEA が 0.074 と統計
学的な許容水準を満たす結果であった（図２）。パス
係数に着目すると、父親の育児参加から家族貢献感と
夫婦関係満足感に向かうパス係数は、それぞれ 0.17、
-0.14 と統計学的に有意な水準にあった。しかし、父
親の育児参加から精神的健康に向かうパス係数は、統
計学的に有意ではなかった。また、家族貢献感から
夫婦関係満足感に向かうパス係数は 0.51、精神的健
康に向かうパス係数は -0.36、健康関連 QOL に向か
うパス係数は 0.52 といずれ統計学的に有意な水準で
あった。なお、夫婦関係満足感から精神的健康と健康
図１　日本のモデル検証結果（標準化解）
図２　中国のモデル検証結果（標準化解）
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関連 QOL に向かうパス係数は、それぞれ 0.03、0.06
と統計学的に有意な水準ではなかったが、精神的健康
から健康関連 QOL に向かうパス係数は、-0.42 と統
計学的に有意な水準にあった。
Ⅳ．考察
従来の研究では、父親の家事・育児参加が子どもや
母親にとってどのような影響があるかについてはさま
ざまな研究3-8）がなされてきた。しかし、父親自身の
人間的成熟9-11）等に関する研究を除くなら、自身への
ポジティブな影響についてはほとんど検討されていな
い。しかし近年、他者に対して提供していると知覚さ
れたサポートが、精神的健康にポジティブな影響を与
えるといった研究27-28）が報告されており、本研究では、
その成果を基礎に就学前の子どもを養育している父親
の育児参加と自身の心理的 well-being の関係につい
て明らかにすることを目的に行った。
その結果、まず第一に、日中の父親の育児参加に関
する共通点は、父親の育児参加が父親の家族貢献感（自
身の提供的サポート認知）を介して父親自身の健康関
連 QOL を高めるということにあった。従来の父親の
育児参加（子どもとの遊びや世話）は家族への愛情や
父親になることによる発達と関連があること29）、父親
が育児参加をほとんど行わない場合は家庭内での地位
の低下を引き起こし、中年期以降の父親自身のアイデ
ンティティにネガティブな影響を及ぼすこと30）が報
告されている。本研究の結果は、それらと矛盾しない
結果であったと推察されると同時に、父親にとって育
児参加とは、父親として、また一人の人間として成長
していくことにとどまらず、父親自身が家族や家庭
の構成員として自分の居場所を確立させていく一助に
なっていることを示唆するものと推察された。
第二に、日中の父親の育児参加の共通点として、家
族貢献感を通して夫婦関係満足感ならびに精神的健康
を高めることを明らかにした。従来の父親の育児参加
と夫婦関係満足感の関係においては、父親の親役割行
動と結婚満足度の間に正の相関関係を示す報告31）や
育児参加と夫婦関係満足感の間に直接的な関係がな
かったという報告32）、さらには父親の家事労働遂行満
足度が高いほど自身の結婚満足度が高いという報告33）
が混在しており、結論は得られていない。本研究の結
果が示したように、父親の育児参加は、夫婦関係満足
感に直接的に影響することは否定できないものの、む
しろ育児参加は家族貢献感を通して夫婦関係満足感を
高めていることを示していた。この知見に関して、筆
者らは育児についてサポートを必要とする妻と結びつ
く機会が多くなり、サポートを提供する機会およびサ
ポートを提供している自分自身についての肯定的評価
が、相手の存在を多く思い浮かべることができること
になり、その結果として妻との関係に対しての満足度
が高くなったものと推察した。ただし、本研究の結果
の適切さに関しては、今後ともさらに地域や文化・歴
史が異なった背景のデータにおいても実証される必要
があろう。
第三に、日中の父親の育児参加の共通点として、父
親の育児参加は精神的健康に直接影響せず、家族貢献
感の認知を通して精神的健康に影響を持ち、さらにそ
の精神的健康が健康関連 QOL に影響を与えているこ
とが明らかになった。この知見は、父親の家族貢献感
の認知が夫婦関係満足感に影響を与えるのみならず、
自身の精神的健康、さらには健康関連 QOL の向上に
とって有益な資源となっていることを示唆しており、
従来のサポート提供が他者に対する貢献という観点か
らの認知（評価）を通して生活満足感に影響すると
いった知見17）に矛盾するものではない。ただし、父
親の夫婦関係満足感と精神的健康との関連は認められ
なかった。従来の研究では、夫婦関係満足感は精神的
健康や主観的幸福感を左右する15）34）という報告が大
部分を占めている。本研究でも、それらふたつの変数
間の単相関は大きくはなかったが、統計学的には有意
な水準にあった。しかし、他の変数も考慮した複雑な
因果関係モデルにおいては、夫婦関係満足感から精神
的健康に向かうパス係数は統計学的に有意ではなかっ
た。このことは、夫婦関係満足感と精神的健康の関係
が他の変数の影響により希薄化された可能性があると
言える。なお、差異点として、夫婦関係満足感は、日
本データでは精神的健康に関係していたものの、中国
データではその関係は支持されなかったが、この点に
ついてはさらなる検討が望まれよう。
以上の結果により、夫婦が育児についてお互い責任
を持ち、助け合うことで、家族間良好な関係が持続で
きるものと推察される。また臨床的には、父親に対し
て子育て方法について情報提供やネットワーク作り、
また夫婦で参加できる両親学級等が総合的に行う必要
となってこよう。加えて政策的には、働いている父親
に対しては積極的に育児参加ができるような質の高い
ワーク・ライフ・バランスに関しての支援が望まれよ
う。このような問題に関連した知見を蓄積することに
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よって初めて、父親の育児参加を促進していくことへ
の大きな示唆が得られるものと推察される。
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The Relationship between Participation in Child-care 
and the Psychological Well-being 
of Fathers with preschool children 
in Japan and China
Abstract
This study aimed to examine the relationship 
between child-care and the psychological well-being 
of fathers with preschool children in Japan and 
China. The subjects of this study were 1000 Japanese 
fathers and 800 Chinese fathers who send their 
children to a nursery. The questionnaire consisted to 
father`s age, income, work condition, participation 
of child-care, recognition of sense of usefulness to 
family, marital satisfaction, mental health, health-
related quality of life（QOL）, mother`s age, number 
of children, age of youngest child, work condition. The 
results was as follows: There were similar between 
Japan and China that 1） father`s participation of 
child-care is contributing to health-related QOL 
through recognition of feeling of usefulness to family. 
2） father`s participation of child-care is contributing 
to marital satisfaction and mental health through 
recognition of feeling of usefulness to family. 3） 
father`s mental health is contributing to health-
related QOL. And marital satisfaction is contributing 
to mental health directly in Japan data, but China 
data was not supported. These results suggests that 
the promotion of father`s participation of child-care 
is important problems.
